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本
書
は
、
東
中
欧
・
バ
ル
カ
ン
を
専

門
と
す
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
日
本
の
研
究

者
に
よ
る
二
〇
〇
七
年
か
ら
一
四
年
の

共
同
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
一
〇
の
論
文
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
は
、
独
立
し
た

テ
ー
マ
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
対
象
と

な
る
地
域
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
の
地
域
に
存
在
す
る
諸
集
団

や
、「
国
家
と
地
域
」、「
国
家
と
民
族
」、

「
国
家
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
の
関
係
性

な
ど
に
焦
点
を
あ
て
な
が
ら
論
述
し
て

い
る
。

　

ま
ず
は
、一
〇
の
論
文
の
概
要
を
記
す
。

　
第
一
章

「
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
バ
ル
カ
ン
半
島
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
」

パ
プ
・
ノ
ル
ベ
ル
ト
（
木
村
真　

訳
）

　

こ
の
論
文
で
は
、
一
二
世
紀
以
降
の

歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
バ
ル
カ
ン
半
島
と
の
関
係

性
に
お
け
る
現
代
的
な
課
題
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
る
。
バ
ル
カ
ン
と
い
わ

ゆ
る
西
欧
と
の
間
に
位
置
す
る
ハ
ン
ガ

リ
ー
は
、
千
年
に
わ
た
っ
て
、「
堰
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、

出
入
り
口
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
」
と

い
う
。

　

今
の
主
権
と
国
境
が
定
め
ら
れ
た
ト

リ
ア
ノ
ン
条
約
（
一
九
二
〇
年
）
の
結

果
、
か
つ
て
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主
国

（
以
下
「
君
主
国
」）
時
代
に
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
領
域
内
に
い
た
二
五
〇
万
人
の
市
民

が
、
今
は
国
外
に
居
住
し
て
い
る
。
ハ

ン
ガ
リ
ー
は
、
ト
リ
ア
ノ
ン
条
約
の
ト

ラ
ウ
マ
は
克
服
で
き
ず
に
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
安
全
保
障
の
問
題
だ
け
で
な
く
、

水
政
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
も
バ
ル

カ
ン
と
の
関
係
性
は
重
要
さ
を
増
し
て

い
る
。

　

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
著
者
は
、
社

会
主
義
体
制
か
ら
の
転
換
以
降
、
西
欧

に
対
す
る
向
き
合
い
に
比
較
し
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
政
治
エ
リ
ー
ト
が
、
バ
ル
カ

ン
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
と
い

う
現
実
を
憂
慮
し
て
い
る
。

　
第
二
章

「
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
移
民

―
一
六
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
」

キ
タ
ニ
チ
・
マ
ー
テ
ー（
秋
山
晋
吾　

訳
）

　

こ
の
論
文
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け

る
ク
ロ
ア
チ
ア
移
民
に
つ
い
て
詳
細
に

論
じ
て
い
る
。

　

著
者
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
バ
ル
カ

ン
の
民
族
分
布
の
原
因
を
オ
ス
マ
ン
帝

国
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
進
出
の
み
に
求
め
る

の
は
誤
り
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
も

そ
も
バ
ル
カ
ン
に
は
、
一
五
世
紀
以
前

か
ら
様
々
な
民
族
集
団
が
住
ん
で
い
た

が
、
一
六
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け

て
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
拡
大
と
ハ
ン
ガ

リ
ー
王
国
の
縮
小
、
そ
の
後
の
君
主
国

の
拡
大
と
オ
ス
マ
ン
の
退
潮
と
い
う
二

つ
の
逆
方
向
の
動
き
の
な
か
で
民
族
集

団
が
移
動
し
て
い
っ
た
。

　

著
者
は
こ
う
し
た
動
き
の
な
か
で
、

現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
呼
ば
れ
る
民

族
に
同
化
し
て
い
く
様
々
な
集
団
の
動

き
を
軸
に
し
て
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

現
在
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
内
に
居
住
す
る

ク
ロ
ア
チ
ア
人
も
、
実
は
様
々
な
出
自

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
語
を
話
す
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
会
の
修
道
士
が
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
も
重
要
な

点
で
あ
り
、
一
八
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀

に
か
け
て
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
国
民
意
識

が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
、
改
め
て
認
識

さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
三
章

「
第
二
次
大
戦
後
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

と
ハ
ン
ガ
リ
ー
間
の
住
民
交
換
の
社
会

的
影
響
」

山
本
明
代

　

こ
の
論
文
は
、
一
九
四
六
年
に
国
家

間
で
調
印
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け

る
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
系
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
ハ
ン

ガ
リ
ー
系
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
住
民
交

換
し
た
際
の
影
響
や
問
題
点
を
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。

　

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
向
か
っ
た

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
系
住
民
の
場
合
は
、
自

発
的
な
移
住
者
が
多
か
っ
た
と
い
う

が
、
そ
れ
で
も
事
前
に
受
け
た
説
明
通

り
の
土
地
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
の
問
題

が
あ
っ
た
。
ま
し
て
、チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ

キ
ア
か
ら
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
系
住
民
の
移

住
は
、
強
制
的
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に

し
ろ
、
住
民
交
換
は
、
望
む
よ
う
な
祖

国
へ
の
帰
還
で
は
な
く
、
単
な
る
再
定

住
で
あ
り
、
新
た
な
土
地
で
は
、
農
業

の
方
法
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
さ
ら

に
は
宗
教
等
に
お
い
て
適
応
を
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
結
局
は
、
同
化
は
難

移動がつくる東中欧・バルカン史
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し
く
新
た
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
を
地

域
社
会
に
出
現
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
。

　

国
民
国
家
の
成
立
に
と
も
な
う
国
境

線
が
引
か
れ
た
後
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
、

強
制
的
ま
た
は
半
強
制
的
に
交
換
す
る

と
い
う
の
は
、
一
九
二
三
年
に
、
ト
ル

コ
と
ギ
リ
シ
ャ
間
で
の
行
わ
れ
た
住
民

交
換
を
嚆
矢
と
す
る
と
い
う
。
こ
の
住

民
交
換
は
、
当
時
の
国
際
連
盟
難
民
高

等
弁
務
官
事
務
所
が
提
案
し
た
も
の
で
、

そ
の
後
の
世
界
各
地
で
行
わ
れ
た
住
民

交
換
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
住
民
交
換
は
、「
小
さ
な
犠
牲
で

大
き
な
犠
牲
を
救
う
」
と
い
う
評
価
も

あ
り
う
る
が
、ノ
ー
マ
ン
・
Ｍ
・
ナ
イ
マ
ー

ク
は
、『
民
族
浄
化
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
』

の
な
か
で
、
ギ
リ
シ
ャ
側
で
も
ト
ル
コ

側
で
も
移
住
し
て
き
た
新
た
な
「
難
民
」

と
地
元
民
と
の
あ
い
だ
で
の
対
立
が
今

日
ま
で
続
い
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
論
文
に
お
い
て
も
、
住
民
交
換

が
、
国
家
や
国
際
社
会
が
意
図
す
る
よ

う
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
問
題
の
解
決
に
は

な
ら
な
い
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
て
い

る
。　
　

第
四
章

「
一
八
世
紀
中
期
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
『
ギ
リ

シ
ャ
商
人
』
居
住
地
分
布

―
一
七
五
五

年
調
査
記
録
か
ら
」　　
　
　

秋
山
晋
吾

　

こ
の
論
文
は
、
一
八
世
紀
以
降
、
オ

ス
マ
ン
帝
国
と
君
主
国
間
に
安
定
的
な

交
易
関
係
が
成
立
し
た
こ
と
に
伴
い
、

ギ
リ
シ
ャ
商
人
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
領
域

に
居
住
し
な
が
ら
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
を
当
時
の
ハ

ン
ガ
リ
ー
総
督
府
の
調
査
か
ら
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
代
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
バ
ル

カ
ン
と
西
欧
間
の
貿
易
の
中
継
地
と
な

り
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
人

商
人
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
北
西
部
、
西

部
を
中
心
に
居
住
し
て
い
た
。
論
文
で

は
、
ド
ナ
ウ
川
沿
い
、
大
平
原
、
ワ
イ

ン
産
地
の
三
つ
に
分
け
て
概
観
し
て
い

る
。さ
ら
に
、ギ
リ
シ
ャ
人
商
人
は
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
張
り
巡
ら
し
、
地
域
経
済

に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
と
い
う
。

　

な
ぜ
ギ
リ
シ
ャ
人
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

に
お
い
て
、
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築

く
こ
と
が
で
き
た
の
か
と
い
っ
た
理
由

や
背
景
に
つ
い
て
の
考
察
を
今
後
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
五
章

「
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
エ
ス

ニ
ッ
ク
集
団
の
多
様
性
と
移
住
・
統
合

過
程
」シ

ョ
ク
チ
ェ
ヴ
ィ
チ
・
デ
ー
ネ
シ
ュ

（
山
本
明
代　

訳
）

　

第
三
章
の
論
文
で
も
、
ク
ロ
ア
チ
ア

人
の
出
自
が
多
様
で
あ
る
こ
と
が
論
じ

ら
れ
た
が
、
こ
の
論
文
で
は
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
や
そ
の
周
辺
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
が
、

七
か
ら
一
二
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
に
分

か
れ
て
い
る
状
況
を
具
体
的
に
論
じ
て

い
る
。
も
と
も
と
は
、
ブ
ニ
ェ
ヴ
ァ
ー

ツ
人
、
シ
ョ
カ
ー
ツ
人
、
カ
ト
リ
ッ
ク

系
ボ
ス
ニ
ア
人
、ダ
ル
マ
チ
ア
人
と
い
っ

た
人
々
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
帰
属

す
る
と
い
う
共
通
点
を
軸
に
、
一
九
世

紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
、
ク
ロ
ア

チ
ア
人
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
ク
ロ
ア
チ
ア
系
貴
族
は
早

い
段
階
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
化
し
、
第
二
次

大
戦
後
の
一
時
期
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の

文
化
的
再
興
の
機
会
も
あ
っ
た
が
、
そ

れ
も
ソ
連
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
と
の

関
係
が
悪
化
す
る
と
、
社
会
主
義
独
裁

体
制
下
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
共
同
体
も
打

撃
を
被
っ
た
。

　

著
者
に
よ
れ
ば
、
体
制
転
換
後
の
現

在
、
一
九
八
三
年
に
制
定
さ
れ
た
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
法
で
、
合
法
的
か
つ
民
主
的

に
選
ば
れ
た
政
治
組
織
が
結
成
さ
れ
た

り
、
学
術
・
文
化
の
面
で
も
活
動
が
広

が
っ
た
り
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
そ
の

一
方
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の
同
化
の
過

程
も
止
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

　
第
六
章

「
バ
ル
カ
ン
地
方
の
野
菜
栽
培
人
の
移
動

―
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
」

木
村
真

　

こ
の
論
文
は
、
現
在
の
ブ
ル
ガ
リ
ア

に
あ
た
る
タ
ル
ノ
ヴ
ォ
地
方
か
ら
ハ
ン

ガ
リ
ー
な
ど
へ
の
野
菜
栽
培
人
の
移
動

に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時

ブ
ル
ガ
リ
ア
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
統

治
下
だ
っ
た
が
、
出
稼
ぎ
や
季
節
労
働

が
大
規
模
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
第
四
章
の
ギ
リ
シ
ャ
商
人
も
そ

の
一
つ
だ
っ
た
が
、
様
々
な
職
人
、
刈

り
入
れ
や
綿
の
摘
み
取
り
な
ど
の
農
業

労
働
へ
の
従
事
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ

た
と
い
う
。

　

こ
の
う
ち
、
野
菜
栽
培
人
は
、
親
方

を
中
心
に
集
団
を
組
織
し
、
親
方
は
、

出
稼
ぎ
の
全
行
程
に
責
任
を
持
ち
、
必

要
な
物
資
の
調
達
な
ど
の
準
備
を
し
た
。

　

重
要
な
指
摘
は
、
バ
ル
カ
ン
半
島
で

の
出
稼
ぎ
人
は
、
必
ず
し
も
生
活
の
困

窮
す
る
貧
困
層
が
中
心
に
な
っ
て
組
織

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
点
で
あ
る
。

む
し
ろ
親
方
の
存
在
の
よ
う
に
、
あ
る

程
度
の
財
産
が
な
け
れ
ば
出
稼
ぎ
集
団

を
組
織
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
。

　
第
七
章

「
ク
ロ
ア
チ
ア
多
民
族
社
会
に
お
け
る
セ

ル
ビ
ア
人
の
自
決
権

―
領
域
的
自
治

の
限
界
と
文
化
的
自
治
の
ジ
レ
ン
マ
」

百
瀬
亮
司

　

こ
の
論
文
は
、
ユ
ー
ゴ
紛
争
の
う
ち
、

ク
ロ
ア
チ
ア
内
戦
の
要
因
に
な
っ
た
ク

ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
自
治

区
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

多
民
族
国
家
で
あ
っ
た
旧
社
会
主
義

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
で
は
、
自
治
の
主
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体
を
領
域
的
で
あ
る
共
和
国
に
置
く
と

い
う
「
属
地
主
義
」
を
と
っ
て
い
た

が
、
同
時
に
各
地
に
お
け
る
民
族
的
コ

ミ
ュ
ー
ン
を
認
め
る
「
共
和
国

―
コ

ミ
ュ
ー
ン
二
元
体
制
」
を
採
用
し
て
い

た
。
共
産
党
政
権
下
で
は
、
民
族
差
別

は
徹
底
的
に
排
除
さ
れ
る
と
い
う
前
提

の
も
と
、
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
に
住
む

セ
ル
ビ
ア
人
も
民
族
自
決
権
を
行
使
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、
一
九
九
〇
年
に
、
民
族
主

義
政
党
の
党
首
ト
ゥ
ジ
マ
ン
が
大
統
領

に
選
出
さ
れ
る
と
、
憲
法
が
修
正
さ
れ
、

「
ク
ロ
ア
チ
ア
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
そ

の
ほ
か
の
諸
民
族
な
ら
び
に
少
数
民
族

の
国
家
」
と
規
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

セ
ル
ビ
ア
人
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
同

等
の
構
成
民
族
か
ら
「
降
格
」
さ
せ
ら

れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
両
者
の
対
立
が

激
し
く
な
り
、
セ
ル
ビ
ア
人
の
自
治
区

独
立
の
動
き
が
強
ま
り
、
東
ス
ラ
ヴ
ォ

ニ
ア
で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
や
非
セ
ル

ビ
ア
人
数
百
人
の
殺
害
事
件
も
起
き
た
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
支
援
を
う
け
た

ク
ロ
ア
チ
ア
軍
は
、
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
セ

ル
ビ
ア
人
を
一
掃
し
た
。

　

内
戦
終
結
後
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と

セ
ル
ビ
ア
人
と
の
多
民
族
共
存
社
会
の

実
現
が
求
め
ら
れ
る
が
、
著
者
は
、
直

接
的
な
紛
争
の
相
手
だ
け
に
文
化
的
な

自
治
の
構
築
は
困
難
で
あ
る
厳
し
い
現

状
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
八
章

「
困
難
な
不
均
衡

―
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
の
国
家
形
成
と
マ
ケ
ド
ニ
ア

（
一
九
一
八
―
三
九
年
）」

ビ
ー
ロ
ー
・
ラ
ー
ス
ロ
ー

（
山
崎
信
一　

訳
）

　

こ
の
論
文
は
、
第
一
次
大
戦
後
に
誕

生
し
た
多
く
の
新
国
家
の
中
で
も
、
特

に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
（
建
国
時
は
「
セ

ル
ビ
ア
人=

ク
ロ
ア
チ
ア
人
＝
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
人
王
国
」）
が
、
誕
生
時
点
か

ら
有
し
て
い
た
課
題
を
、
マ
ケ
ド
ニ
ア

の
例
を
通
し
て
論
じ
て
い
る
。
問
題
は
、

単
に
民
族
の
多
様
性
だ
け
で
な
く
、
異

な
る
住
民
の
間
の
生
活
水
準
の
著
し
い

不
均
衡
さ
に
あ
っ
た
。

　

マ
ケ
ド
ニ
ア
は
、
統
一
以
前
、
セ
ル

ビ
ア
と
の
結
び
つ
き
は
弱
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
住
民
は
セ
ル
ビ
ア
人
と

み
な
さ
れ
、
少
数
民
族
と
し
て
の
権
利

を
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ

の
一
方
で
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
へ
の
投
資
の

水
準
は
、
他
の
地
域
よ
り
低
く
、
最
も

後
進
的
な
地
域
で
あ
り
続
け
た
。
さ
ら

に
就
学
し
て
い
な
い
子
供
も
多
く
、
公

用
語
の
「
セ
ル
ボ=

ク
ロ
ア
チ
ア
語
」

を
理
解
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
教
員

も
罰
と
し
て
マ
ケ
ド
ニ
ア
に
送
ら
れ
て

き
て
お
り
、「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
シ

ベ
リ
ア
」
だ
っ
た
。

　

社
会
主
義
政
権
に
な
り
、
格
差
の
縮

小
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
あ
っ

た
も
の
の
、
成
功
を
収
め
た
わ
け
で
な

く
、
一
九
九
一
年
に
マ
ケ
ド
ニ
ア
が
独

立
を
宣
言
し
た
後
も
様
々
な
課
題
を
か

か
え
て
い
る
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
第
九
章

「
ボ
ス
ニ
ア
＝
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
国

家
性

―
ハ
ー
ツ
ホ
ー
ン
・
モ
デ
ル
を

手
が
か
り
に
」

レ
メ
ー
ニ
・
ペ
ー
テ
ル

（
百
瀬
亮
司　

訳
）

　

こ
の
論
文
は
、
ユ
ー
ゴ
内
戦
の
な
か

で
も
最
も
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
ボ

ス
ニ
ア
＝
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
国
家

性
に
関
す
る
問
題
点
を
、
ア
メ
リ
カ
の

政
治
地
理
学
者
ハ
ー
ツ
ホ
ー
ン
の
モ
デ

ル
を
援
用
し
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。

　

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
各
共
和
国

は
、
事
実
上
行
政
区
画
と
し
て
機
能
し

て
き
た
た
め
、
境
界
線
は
、
エ
ス
ニ
ッ

ク
な
境
界
線
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い

な
か
っ
た
が
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア

の
崩
壊
に
と
も
な
い
、
唐
突
に
国
際
的

国
境
線
と
な
っ
た
。
ボ
ス
ニ
ア
＝
ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
は
、
特
に
そ
れ
が
大

き
な
問
題
と
な
り
、
セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
、

ク
ロ
ア
チ
ア
人
勢
力
、
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ク

人
勢
力
の
間
で
の
三
つ
巴
の
紛
争
や
民

族
浄
化
が
起
き
た
。

　

最
終
的
に
、
一
九
九
五
年
の
デ
イ
ト

ン
和
平
合
意
で
、ボ
ス
ニ
ア
＝
ヘ
ル
ツ
ェ

ゴ
ヴ
ィ
ナ
連
邦
と
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国

と
い
う
ふ
た
つ
の
半
独
立
状
態
の
エ
ン

テ
ィ
テ
ィ
か
ら
な
る
共
和
国
が
、
国
際

的
に
認
め
ら
れ
た
。
著
者
は
、
こ
の
国

に
お
け
る
遠
心
的
な
力
と
求
心
的
な
力

を
分
析
し
て
い
る
。
遠
心
的
な
力
と
し

て
は
、
セ
ル
ビ
ア
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
身
の
同
胞
が
支
配

的
で
あ
る
国
が
、
す
ぐ
隣
に
存
在
し
て

い
る
。
一
方
、
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ク
人
は
そ

れ
を
持
た
ず
、
そ
の
立
場
の
差
が
歴
然

と
し
て
い
る
と
い
う
。
結
局
の
と
こ
ろ
、

E
U
な
ど
の
国
際
社
会
の
意
思
が
こ
の

国
の
分
裂
を
防
い
で
い
る
と
、
著
者
は

指
摘
し
て
い
る
。

　
第
一
〇
章

「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
継
承
諸
国
に
お
け

る
歴
史
教
科
書
の
叙
述
と
そ
の
特
徴
」

山
崎
信
一

　

こ
の
論
文
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
の
継
承
国
家
に
お
け
る
教
科
書
を
比

較
分
析
す
る
と
い
う
非
常
に
興
味
深
い

テ
ー
マ
を
論
じ
て
い
る
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
各
国
で
は
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
の
た
め
に

も
、
教
科
書
で
、
自
国
民
の
歴
史
に
言

及
し
て
い
る
。

　

著
者
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
セ
ル
ビ

ア
人
の
教
科
書
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
教

科
書
で
、
相
互
に
矛
盾
す
る
叙
述
が
見

ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
現
在
の
国
家

領
域
と
歴
史
的
な
領
域
が
異
な
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
あ
る
が
、
教
科
書
で
は
、

現
在
の
領
域
に
暮
ら
し
て
い
る
人
々
の

歴
史
は
語
ら
れ
ず
、
主
に
過
去
か
ら
継
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続
し
て
い
る
自
国
民
の
歴
史
が
語
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

存
在
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ

れ
な
い
か
、
か
り
に
恣
意
的
に
言
及
さ

れ
る
場
合
は
、
否
定
的
な
文
脈
に
お
い

て
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

著
者
は
、
歴
史
の
叙
述
に
は
、
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
視
点
を
包
摂
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　　

一
〇
の
論
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立

し
て
い
る
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
研
究
者

の
論
文
が
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
東
中
欧
と
バ

ル
カ
ン
の
中
間
に
位
置
す
る
ハ
ン
ガ

リ
ー
か
ら
の
視
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
研
究
者
と
の
長
年
の
共
同
研
究

に
お
い
て
は
、
分
析
や
考
察
を
め
ぐ
っ

て
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

だ
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
拠

点
の
異
な
る
二
つ
の
国
の
専
門
家
の
新

た
な
見
方
や
知
見
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
、
本
書
の
大
き
な
楽
し
み
と

言
え
る
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
本
書

の
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
よ
う
に
「
移
動
」

に
注
目
し
た
論
文
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

　

バ
ル
カ
ン
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
か
け

て
は
、
最
近
の
シ
リ
ア
難
民
の
動
き
に

お
い
て
も
回
廊
に
な
っ
て
お
り
、
現
在

も
、「
移
動
」が
こ
の
地
域
の
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
だ
。

　

一
般
に
、定
住
す
る
人
が
豊
か
で
あ
っ

て
、
出
稼
ぎ
で
あ
れ
、
商
人
で
あ
れ
、

場
合
に
よ
っ
て
は
難
民
で
あ
れ
、
移
動

す
る
人
々
が
貧
し
く
不
幸
で
あ
る
と
み

な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
民

族
浄
化
や
強
制
的
な
住
民
交
換
な
ど
、

負
の
側
面
も
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、

本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
バ
ル
カ

ン
に
お
け
る
商
人
や
野
菜
栽
培
人
の
動

き
な
ど
、
積
極
的
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

移
動
も
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
地
域
の
多

様
性
や
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
マ
ー
ク
・
マ
ゾ

ワ
ー
は
著
書
『
バ
ル
カ
ン
』
の
な
か
で

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
に
つ
い
て

触
れ
、「
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
過
去

だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
未
来
だ
っ
た

の
か
？
」
と
問
い
か
け
て
い
る
。

　

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
空
爆
な
ど
戦
闘
が
激
し

か
っ
た
時
期
は
、
こ
の
地
域
も
メ
デ
ィ

ア
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
日
本
人
の

関
心
も
そ
れ
な
り
に
高
か
っ
た
が
、
昨

年
一
二
月
に
共
同
通
信
が
配
信
し
た「
旧

ユ
ー
ゴ
国
際
戦
犯
法
廷
が
閉
所
」
の
記

事
は
、
新
聞
の
国
際
面
に
小
さ
く
掲
載

さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　

確
か
に
、
東
中
欧
や
バ
ル
カ
ン
は
、

距
離
的
に
も
心
理
的
に
も
日
本
か
ら
近

く
は
な
い
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
こ
の

地
域
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
目
を
向
け

る
こ
と
を
や
め
て
い
い
わ
け
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
マ
ゾ
ワ
ー
が
言
う
よ
う
に
、

バ
ル
カ
ン
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
（
そ
し
て
世
界
の
）
未
来
な

の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
か
ら
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
本
書
は
、

こ
の
地
域
に
関
心
を
も
つ
人
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
人
に
手
に
取
っ
て
も
ら
い

た
い
一
冊
で
あ
る
。


